
令
和
7
年

春
季
俳
句
講
座

「第
一
句
集
を
読
む―

師
系
を
超
え
て
（
８
）」

第
2
回

森
賀

ま
り

『
含
羞
』
石
川
桂
郎

「含
羞
の
あ
り
か
」

石
川
桂
郎
は
俳
人
の
他
、
小
説
家
、
編
集
人
と
し
て
も

知
ら
れ
る
。
人
柄
に
お
い
て
も
魅
力
的
な
人
だ
っ
た
よ
う
だ
。

『
含
羞
』
の
作
品
か
ら
そ
の
人
物
像
を
探
っ
て
み
た
い
。

主
催

公
益
社
団
法
人

俳
人
協
会



森
賀

ま
り

略
歴

１
９
６
０

愛
媛
県
生
ま
れ

１
９
８
３

「青
」
（波
多
野
爽
波
主
宰
）
入
会

１
９
９
１

波
多
野
爽
波
死
去
に
よ
り

「青
」
終
刊

１
９
９
４

「百
鳥
」
（大
串
章
主
宰
）
創
刊
と
同
時
に
入
会

２
０
０
０

「ゆ
う
」
（田
中
裕
明
主
宰
）
創
刊
、
入
会

２
０
０
５

田
中
裕
明
死
去
に
よ
り

「ゆ
う
」
終
刊

２
０
０
６

「静
か
な
場
所
」
創
刊

句
集

『ね
む
る
手
』、
『
瞬
く
』
（俳
人
協
会
新
人
賞
）

２
０
２
２

『し
み
づ
あ
た
た
か
を
ふ
く
む
』
（俳
人
協
会
賞
）

他
に
詩
集

『河
へ
』、
田
中
裕
明
と
の
共
著

『癒
し
の
一
句
』

現
在

「百
鳥
」
「静
か
な
場
所
」
同
人

俳
人
協
会
幹
事
、
日
本
文
藝
家
協
会
会
員



桂
郎
忌

こ
れ
を
憎
み
こ
れ
を
手
繰
り
ぬ
枯
か
づ
ら

手
塚
美
佐

句
集

『昔
の
香
』 1



石
川
桂
郎

年
譜

明
治
42
（１
９
０
９
）

東
京
芝
三
田
生
ま
れ
。
本
名
一
雄
。

「清
々
軒
」（の
ち
「石
川
理
髪
店
」に
改
称
）の
長
男
。

進
学
を
志
し
た
が
成
ら
ず
、
理
髪
業
見
習
い
と
な
る
。

大
正
14
（１
９
２
５
）

肺
浸
潤
（結
核
）と
な
る
。

昭
和
11
（１
９
３
６
）

父
死
亡
。
石
川
理
髪
店
を
継
ぐ
。

昭
和
14
（１
９
３
９
）

浅
賀
き
み
と
結
婚
。

昭
和
15
（１
９
４
０
）

石
川
理
髪
店
を
廃
業
。

昭
和
16
（１
９
４
１
）

長
女
路
子
死
亡
。

昭
和
19
（１
９
５
３
）

応
召
、
即
日
帰
郷
。
次
男
藍
二
死
亡
。

昭
和
21
（１
９
５
６
）

東
京
都
町
田
市
鶴
川
村
能
ヶ
谷
に
転
居
。

昭
和
27

こ
の
頃
か
ら

「俳
句
研
究
」、
「俳
句
」な
ど
俳
句
雑
誌
編
集
。

昭
和
30
（１
９
５
５
）

少
年
時
代
の
結
核
が
再
発
、
左
目
の
視
力
を
失
う
。

昭
和
31
（１
９
５
６
）

肺
葉
切
除
手
術
を
受
け
る
。

昭
和
49
（１
９
７
４
）

食
道
が
ん
発
覚
。

昭
和
50
（１
９
７
５
）

食
道
が
ん
に
よ
り
死
去
。
十
一
月
六
日
66
歳

2



石
川
桂
郎

年
譜

〔俳
歴
、
作
家
歴
〕

昭
和
９

杉
田
久
女
門
の
宮
本
正
子
に
、
俳
句
を
勧
め
ら
れ
る
。

「玉
藻
」に
投
句
、
入
選
。

昭
和
10

書
店
で
見
か
け
た
「馬
酔
木
」の
石
田
波
郷
作
品
に
魅
せ
ら
れ
る
。

昭
和
12

波
郷
が
「鶴
」を
創
刊
、
創
刊
号
よ
り
投
句
。

昭
和
13

「鶴
」投
句
者
か
ら
初
の
同
人
に
推
さ
れ
る
。

昭
和
14

「鶴
」に
掲
載
さ
れ
た
「蝶
」が
「文
芸
春
秋
」編
集
長
永
井
龍
男

に
注
目
さ
れ
、
他
２
編
と
と
も
に
同
誌
に
掲
載
。

こ
の
こ
ろ
、
石
塚
友
二
を
介
し
、
横
光
利
一
に
師
事
。

昭
和
17

石
田
波
郷
、
加
藤
楸
邨
ら
と
「馬
酔
木
」を
去
る
。

短
編
集
『剃
刀
日
記
』（協
栄
出
版
社
）

昭
和
18

入
隊
の
波
郷
の
髪
を
切
る
。

昭
和
20

石
田
波
郷
帰
還
。

昭
和
22

横
光
利
一
亡
く
な
る
。

昭
和
23

波
郷
ら
と
と
も
に
「馬
酔
木
」に
復
帰
、
同
人
と
な
る
。

昭
和
28

「鶴
」復
刊
、
編
集
長
。

昭
和
29

『妻
の
温
泉
』(

俳
句
研
究
社)

。

昭
和
30

『妻
の
温
泉
』が
直
木
賞
候
補
と
な
る
。

昭
和
31

第
１
句
集
『含
羞
』（琅
玕
洞
）
。

昭
和
36

俳
人
協
会
設
立
。
「佐
渡
行
」他
に
て
第
１
回
俳
人
協
会
賞
。

昭
和
39

「風
土
」主
宰
と
な
る
。

昭
和
44

第
２
句
集
『竹
取
』（牧
羊
社
）
。
石
田
波
郷
亡
く
な
る
。

昭
和
46

「鶴
」同
人
を
退
く
。

昭
和
48

第
３
句
集
『高
蘆
』（牧
羊
社
）
。
『俳
人
風
狂
列
伝
』
（角
川
書
店
）
。

昭
和
49

『俳
人
風
狂
列
伝
』に
て
第
２
５
回
読
売
文
学
賞
。

昭
和
50

「昭
和
49
年
度
俳
句
作
品
お
よ
び
こ
れ
ま
で
の
全
業
績
」に
よ
り

第
９
回
蛇
笏
賞
。
11
月
７
日
食
道
が
ん
に
よ
り
死
去
、
66
歳
。

昭
和
51

遺
句
集
『四
温
』（角
川
書
店
）
。

3



石
川
桂
郎
の
著
作

【俳
句
】

・
第
１
句
集

『含
羞
』

昭
和
31

琅
玕
洞
、

昭
和
47

風
土
俳
句
会

・
『石
川
桂
郎
集
』
〈私
版
・短
詩
版
文
学
全
書
⑭
〉

昭
和
43

八
幡
船
社

・
第
２
句
集

『竹
取
』

昭
和
44

牧
羊
社

・
第
３
句
集

『高
蘆
』

昭
和
48

牧
羊
社

・
遺
句
集

『四
温
』

昭
和
51

角
川
書
店

・
『石
川
桂
郎
集
』
〈脚
註
名
句
シ
リ
ー
ズ
〉
手
塚
美
佐
編
、

平
成
６

俳
人
協
会

・
『石
川
桂
郎
の
百
句
』
南
う
み
を
著

令
和
４

ふ
ら
ん
す
堂

【小
説
な
ど
】

・
『剃
刀
日
記
』

昭
和
17

協
栄
出
版

昭
和
26

目
黒
書
店→

創
元
文
庫

昭
和
30

角
川
文
庫

平
成
23

烏
有
書
林

・
『妻
の
温
泉
』

昭
和
29

俳
句
研
究
社

令
和
６

講
談
社
文
芸
文
庫

・
『俳
人
風
狂
列
伝
』

昭
和
48

角
川
書
店

昭
和
49

角
川
選
書

平
成
21

角
川
選
書
オ
ン
デ
マ
ン
ド
版

平
成
29

中
公
文
庫

・
『残
照
』

昭
和
51

角
川
書
店

・
『面
会
洒
舌
』

昭
和
53

東
門
書
屋

4



5

『
含
羞
』
（鶴
叢
書
第
七
篇
）
（琅
玕
洞
）
昭
和
31
年
刊

（47
歳
）

昭
和
13
年
～
31
年
（19
年
間
）

３
句
組

４
５
３
句

(

略)

句
集
は
私
が
ひ
そ
か
に
望
ん
で
い
た
楠
本
憲
吉
氏
の
琅

玕
洞
が
引
き
受
け
て
く
れ
た
。
第
二
句
集
な
ど
考
え
て
も
い
な

い
私
は
、
そ
れ
ま
で
出
版
さ
れ
て
い
る
琅
玕
洞
の
装
釘
の
好
み

に
魅
せ
ら
れ
、
美
し
い
句
集
を
一
冊
の
こ
し
て
お
き
た
か
っ
た
。

（「酒
の
器
」現
代
俳
句
大
系

月
報

第
４
号
）

序

石
川
桂
郎
と
は
二
十
年
来
一
緒
に
酒
を
飲
み
句
を
作
つ
て

来
た
が
、
そ
の
作
句
に
関
し
て
は
相
共
に
言
葉
を
交
し
た
こ

と
は
な
い
。

今
や
、
彼
の
俳
句
は
類
の
な
い
も
の
だ
。
俳
壇
の
悪
し
き

慣
ひ
で
あ
る
エ
ピ
ゴ
ー
ネ
ン
も
な
い
。
現
代
の
俳
壇
で
は
彼

だ
け
が
唯
一
人
の
自
由
な
俳
人
で
あ
る
。

昭
和
三
十
一
年
・晩
秋

石
田
波
郷



6

跋

中
村
草
田
男

「俳
句
性
」の
あ
り
か
が
、
「挨
拶
の
」要
素
の
あ
た
り
に
指
摘
さ
れ

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
に
基
づ
け
ば
「含
羞
」
と
は
、
必
竟
、
「挨
拶
」

せ
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
心
が
、
た
め
ら
ひ
の
余
り
自
ら
の
心
へ
挨
拶

す
る
」そ
の
こ
と
以
外
に
な
い
。

石
川
桂
郎
氏
の
上
に
「含
羞
」の
た
だ
よ
ひ
が
強
く
認
知
さ
れ
る
こ

と
を
発
言
し
た
の
は
、
あ
る
ひ
は
私
が
最
初
だ
つ
た
か
も
し
れ
な
い
。

『剃
刀
日
記
』の
出
版
の
席
上
で
あ
つ
た
か
ら
、
も
う
今
日
か
ら
は
何

年
前
に
な
る
で
あ
ら
う
。
そ
の
折
に
私
は
、
「
極
度
に
聡
明
で
あ
つ
て
、

同
時
に
極
度
に
純
粋
な
心
の
持
ち
主
が
あ
つ
て
、
人
性
の
動
き
の
ま

ま
に
、
先
づ
自
己
と
同
様
の
『純
粋
さ
』
を
他
人
の
上
に
無
辺
際
に
予

想
し
予
期
す
る
と
き
に
『
含
羞
』の
現
象
が
惹
き
お
こ
さ
れ
、
し
か
も

そ
れ
が
は
か
な
く
も
裏
切
ら
れ
た
と
き
に
、
聡
明
さ
か
ら
く
る
自
立

の
誇
り
と
弾
力
と
が
、
『タ
ン
カ
』
と
な
つ
て
発
動
せ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
の
で
あ
ら
う
。
（後
略
）



7

『含
羞
』作
品

１

激
雷
に
剃
り
て
女
の
頸
（え
り
）
つ
め
た
し

昭
和
13

２

花
の
雨
み
ご
も
り
し
人
の
眉
つ
く
る

昭
和
14

３

よ
そ
の
子
の
歩
め
る
霧
に
立
ち
ど
ま
る

昭
和
16

４

栗
飯
を
子
が
食
ひ
散
ら
す
散
ら
さ
せ
よ

昭
和
21

５

餅
腹
の
汚
さ
ゆ
る
せ
二
日
酒

昭
和
22

６

あ
ま
り
寒
く
笑
へ
ば
妻
も
笑
ふ
な
り

〃

７

師
の
声
の
あ
る
日
の
声
を
冬
の
鵙

〃

８

入
学
の
吾
子
人
前
に
押
し
出
だ
す

昭
和
23

９

昼
蛙
ど
の
畦
の
ど
こ
曲
ら
う
か

昭
和
24

10

昼
寝
子
や
生
れ
し
日
の
ご
と
髪
濡
れ
て

昭
和
26

11

太
宰
忌
の
螢
行
き
ち
が
ひ
行
き
ち
が
ひ

〃

12

水
嵩
の
増
し
く
る
如
く
芹
洗
ふ

昭
和
28

13

朱
き
も
の
病
む
子
に
一
つ
金
魚
吊
る

〃

14

戦
な
き
切
山
椒
の
香
な
り
け
り

昭
和
29

15

綿
虫
の
は
た
し
て
あ
そ
ぶ
櫟
み
ち

〃

16

遠
蛙
酒
の
器
の
水
を
呑
む

昭
和
30

石
田
波
郷

選

12
句
（「俳
句
」三
十
七
年
二
月
号
）

１

水
嵩
の
増
し
く
る
如
く
芹
洗
ふ

昭
和
28

２

畦
に
避
け
て
若
き
毒
消
売
に
ほ
ふ

〃

３

綿
虫
の
は
た
し
て
あ
そ
ぶ
櫟
み
ち

昭
和
29

４

柚
子
湯
し
て
妻
と
あ
そ
べ
る
お
も
ひ
か
な

〃

５

母
が
出
て
抜
く
に
も
か
ば
ひ
素
人
葱

〃

６

遠
蛙
酒
の
器
の
水
を
呑
む

昭
和
30

７

座
右
の
書
の
「湖
畔
手
記
」に
も
蠧
魚
（
し
み
）の
虫

〃

８

捨
て
犬
が
追
へ
ば
蝗
の
散
り
に
け
り

〃

９

噴
水
の
音
に
も
あ
る
間
や
チ
エ
ホ
フ
忌

〃

10

窓
が
嵌
む
野
分
走
り
の
通
ひ
妻

〃

11

小
綬
鶏
が
地
走
る
先
や
露
葎

〃

12

手
鏡
に
わ
が
家
を
結
ぶ
雪
の
畦

昭
和
31



8

「石
川
桂
郎
の
こ
と
」

石
田
波
郷

（略
）彼
は
す
で
に
「含
羞
」と
い
ふ
句
集
を
持
つ
て
ゐ
て
稀
有
の
個
性
を

の
び
の
び
と
生
か
し
た
独
自
の
苦
境
を
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
つ
て
、
彼
が

「も
は
や
新
人
で
は
な
い
」と
い
ふ
の
も
当
然
な
の
で
あ
る
。
彼
は
三
田
聖

坂
の
石
川
理
髪
店
の
跡
取
り
息
子
で
下
町
の
職
人
気
質
を
つ
ま
先
ま
で

う
け
て
育
つ
た
。
ダ
ン
デ
ィ
で
気
が
弱
く
、
向
つ
気
が
強
く
、
て
れ
屋
で
あ

る
。
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
の
属
性
を
ふ
く
め
た
江
戸
つ
児
な
の
だ
。
だ
か
ら

彼
の
俳
句
を
一
言
に
し
て
い
へ
ば
庶
民
的
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
と
で
も
い
へ
よ

う
か
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
中
に
桂
郎
の
個
性
が
ま
ぎ
れ
な
く
開
花
し
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。(

略)

さ
き
に
庶
民
的
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
と
い
つ
た
が
、
さ
う
限
つ

て
し
ま
ふ
こ
と
も
あ
る
ま
い
。
「含
羞
」か
ら
興
味
あ
る
句
を
抜
い
て
ゆ
く

と
き
り
が
な
い
。
こ
こ
で
彼
の
俳
句
に
於
け
る
個
性
の
開
花
は
見
事
で
あ

り
十
分
で
あ
る
。
「含
羞
」そ
の
も
の
が
当
然
何
ら
か
の
俳
句
賞
に
相
当

す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
当
時
俳
壇
に
「含
羞
」を
顕
彰
す
べ
き
賞
が
な
か
つ

た
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
彼
の
随
筆
の
持
味
そ
の
ま
ま
の
、
俳
壇
に
於
け
る
、

と
い
ふ
よ
り
俳
壇
酒
席
に
於
け
る
彼
の
言
動
に
幻
惑
さ
れ
て
、
彼
の
俳
句

業
績
は
ま
じ
め
に
評
価
さ
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
彼
の
罪

か
、
俳
壇
に
目
が
な
か
つ
た
の
か
、
ど
ち
ら
と
も
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
ど
こ
か
に
怠
慢
が
あ
つ
た
や
う
だ
。

（「俳
句
」昭
和
37
年
２
月
号

俳
人
協
会
賞
受
賞
特
集
）
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「孤
独
な
素
顔
」

細
川
加
賀

（略
）石
田
波
郷
は
、
「彼
の
句
は
江
戸
つ
子
の
職
人
気
質
を
失
は
な
い

文
人
と
し
て
の
含
羞
の
文
学
で
、
窮
乏
を
詠
み
な
が
ら
も
市
井
人
の

ユ
ー
モ
ア
を
た
だ
よ
は
し
て
、
独
自
の
句
風
を
生
み
出
し
て
ゐ
る
。
」と

述
べ
、
中
村
草
田
男
は
「挨
拶
せ
ず
に
ゐ
ら
れ
な
い
心
が
、
た
め
ら
ひ
の

余
り
自
ら
の
心
に
挨
拶
す
る
」の
が
「含
羞
」だ
と
説
く
。
要
す
る
に
、
世

間
に
対
す
る
と
同
時
に
己
の
心
に
対
す
る
「は
じ
ら
ひ
」「は
に
か
み
」が

桂
郎
俳
句
を
独
自
な
も
の
に
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

（前
出
〈入
学
の
吾
子
人
前
に
押
し
出
だ
す
〉）こ
の
句
、
父
子
含
羞
の

図
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
（略
）

（「鶴
」昭
和
51
年
３
月
号
）
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現
代
俳
句
大
系

月
報

第
４
号

角
川
書
店

昭
和
47

年
７
月

（
前
略
）
私
が
、
石
田
波
郷
の
作
品
に
触
れ
、
こ
の
人
こ
そ
終
生
の
師
と
心

に
き
め
た
の
は
、
三
田
聖
坂
に
理
髪
店
を
営
ん
で
い
た
二
十
五
、
六
歳
の
頃
、

慶
應
義
塾
通
り
の
福
島
屋
書
店
に
積
ま
れ
た
「馬
酔
木
」の
立
ち
読
み
に
始

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
一
、
二
の
結
社
誌
で
し
か
俳
句
の
世
界
を
知

ら
な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
、
波
郷
作
品
の
深
さ
幅
に
瞠
目
し
た
と
い
え
ば
、

初
心
の
私
の
驚
き
が
示
せ
る
と
思
う
。
「
鶴
」
創
刊
と
同
時
に
会
員
と
な
り
、

や
が
て
句
会
に
出
席
し
た
が
、
波
郷
選
に
入
る
句
は
情
け
な
い
ほ
ど
少
な

か
っ
た
。
そ
う
し
て
波
郷
の
歩
む
木
道
は
見
失
わ
ず
、
枝
道
枝
道
と
迂
回

す
る
よ
う
な
句
を
作
っ
た
の
は
、
師
の
作
風
〈型
〉
を
た
だ
ま
ね
て
い
る
だ
け

が
能
で
は
な
い
と
気
づ
い
た
か
ら
で
あ
る
。
私
は
私
に
自
分
の
面
〈
つ
ら
〉
を

作
れ―

―

そ
ん
な
か
け
ご
え
を
か
け
て
、
師
に
返
す
恩
は
そ
れ
を
外
し
て

な
い
と
信
じ
、
『
含
羞
』
を
そ
の
意
味
で
一
方
的
と
い
え
ば
い
え
る
か
も
し

れ
な
い
黙
契
の
句
集
と
し
た
。

句
集
名
の
『含
羞
』は
中
村
草
田
男
氏
の
言
葉
か
ら
私
が
引
い
て
、
波
郷
氏

が
賛
成
し
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。



『剃
刀
日
記
』
（烏
有
書
林
）

烏
有
書
林
版

解
説

七
北
数
人

（略
）１
９
５
６
年
桂
郎
は
第
一
句
集
『含
羞
』を
刊
行
し
た
。
そ
れ
ま
で

の
二
十
年
近
い
句
作
か
ら
自
選
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
タ
イ
ト
ル

を
ス
ト
レ
ー
ト
す
ぎ
る
と
嫌
う
人
も
い
た
よ
う
だ
が
、
桂
郎
に
は
、
も
っ

と
深
い
思
い
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
「文
化
と
書
い
て
、
そ
れ
に
ハ
ニ
カ
ミ
と

い
ふ
ル
ビ
を
振
る
事
、
大
賛
成
」「私
は
含
羞
で
、
わ
れ
と
わ
が
身
を
食
っ

て
ゐ
ま
す
」と
書
簡
に
書
い
た
太
宰
治
に
通
じ
る
も
の
だ
。
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「第
一
句
集
を
読
む―

師
系
を
超
え
て
（
８
）」

◆

第
2
回
講
師―

 

森
賀

ま
り

動
画
配
信
日

4
月
22
日
（
火
）

◆

第
3
回
講
師―

 

中
村

雅
樹

動
画
配
信
日

4
月
29
日
（
火
）

◆

第
4
回
講
師―

 

横
澤

放
川

動
画
配
信
日

5
月
6
日
（
火
）

令
和
7
年

春
季
俳
句
講
座

公
益
社
団
法
人

俳
人
協
会

◆

第
1
回
講
師―

 

山
西

雅
子

動
画
配
信
日

4
月
15
日
（
火
）
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